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◎
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
表 

○
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
（
抄
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改 
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行 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

目
次 第

一
章 

総
則
（
第
一
条
―
第
二
条
の
二
） 

第
二
章 

〔
略
〕 

第
三
章 

瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
特
別
の
措
置 

第
一
節 

〔
略
〕 

  

第
二
節 

自
然
海
浜
の
保
全
等
（
第
十
二
条
の
四
―
第
十
三
条
） 

第
三
節 

環
境
保
全
の
た
め
の
事
業
の
促
進
等
（
第
十
四
条
―
第
十
九
条
の

三
） 

第
四
章 

雑
則
（
第
十
九
条
の
四
―
第
二
十
三
条
） 

第
五
章 

〔
略
〕 

附
則 

第
一
章 

総
則 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定

め
、
及
び
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
上
有
効
な
施
策
の
実
施
を
推
進
す
る
た
め

の
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
計
画
の
策
定
等
に
関
し
必
要
な
事
項

目
次 第

一
章 

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
） 

第
二
章 

〔
略
〕 

第
三
章 

瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
特
別
の
措
置 

第
一
節 

〔
略
〕 

第
二
節 

富
栄
養
化
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止
（
第
十
二
条
の
四
―
第
十

二
条
の
六
） 

第
三
節 

自
然
海
浜
の
保
全
等
（
第
十
二
条
の
七
―
第
十
三
条
） 

第
四
節 

環
境
保
全
の
た
め
の
事
業
の
促
進
等
（
第
十
四
条
―
第
十
九
条
） 

 第
四
章 

雑
則
（
第
二
十
条
―
第
二
十
三
条
） 

第
五
章 

〔
略
〕 

附
則 

第
一
章 

総
則 

（
目
的
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
上
有
効
な
施
策
の
実
施
を
推

進
す
る
た
め
の
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
計
画
の
策
定
等
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
特
定
施
設
の
設
置
の
規
制
、
富
栄
養
化
に
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を
定
め
る
と
と
も
に
、
特
定
施
設
の
設
置
の
規
制
、
自
然
海
浜
の
保
全
、
環
境

保
全
の
た
め
の
事
業
の
促
進
等
に
関
し
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、

瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
瀬
戸
内
海
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
直
線
及
び
陸

岸
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
面
並
び
に
こ
れ
に
隣
接
す
る
海
面
で
あ
つ
て
政
令

で
定
め
る
も
の
を
い
う
。 

一 

和
歌
山
県
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
か
ら
徳
島
県
伊
島
及
び
前
島
を
経
て
蒲

生
田
岬
灯
台
に
至
る
直
線 

二 

愛
媛
県
佐
田
岬
灯
台
か
ら
大
分
県
関
埼
灯
台
に
至
る
直
線 

三 

山
口
県
火
ノ
山
下
潮
流
信
号
所
か
ら
福
岡
県
門
司
埼
灯
台
に
至
る
直
線 

２
・
３ 

〔
略
〕 

（
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
理
念
） 

第
二
条
の
二 

瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
は
、
瀬
戸
内
海
が
、
我
が
国
の
み
な
ら

ず
世
界
に
お
い
て
も
比
類
の
な
い
美
し
さ
を
誇
り
、
か
つ
、
そ
の
自
然
と
人
々

の
生
活
及
び
生
業
並
び
に
地
域
の
に
ぎ
わ
い
と
が
調
和
し
た
自
然
景
観
と
文

化
的
景
観
を
併
せ
有
す
る
景
勝
の
地
と
し
て
、
ま
た
、
国
民
に
と
つ
て
貴
重
な

漁
業
資
源
の
宝
庫
と
し
て
、
そ
の
恵
沢
を
国
民
が
ひ
と
し
く
享
受
し
、
後
代
の

国
民
に
継
承
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
瀬
戸
内
海
を
、
人
の
活
動
が

自
然
に
対
し
適
切
に
作
用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
美
し
い
景
観
が
形
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
生
物
の
多
様
性
及
び
生
産
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
そ
の
有

す
る
多
面
的
価
値
及
び
機
能
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
た
豊
か
な
海
と
す
る
こ

と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止
、
自
然
海
浜
の
保
全
等
に
関
し
特
別
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
よ
り
、
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
瀬
戸
内
海
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
直
線
及
び
陸

岸
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
面
並
び
に
こ
れ
に
隣
接
す
る
海
面
で
あ
つ
て
政
令

で
定
め
る
も
の
を
い
う
。 

一 

和
歌
山
県
紀
伊
日
の
御
岬
灯
台
か
ら
徳
島
県
伊
島
及
び
前
島
を
経
て
蒲

生
田
岬
に
至
る
直
線 

二 

愛
媛
県
佐
田
岬
か
ら
大
分
県
関
崎
灯
台
に
至
る
直
線 

三 

山
口
県
火
ノ
山
下
灯
台
か
ら
福
岡
県
門
司
崎
灯
台
に
至
る
直
線 

２
・
３ 

〔
略
〕 
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２ 

瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
施
策
は
、
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
防

止
す
る
た
め
の
規
制
の
措
置
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
多
様
な
主
体
に
よ
る
取
組

を
含
め
、
藻
場
、
干
潟
そ
の
他
の
沿
岸
域
の
良
好
な
環
境
の
保
全
、
再
生
及
び

創
出
等
の
瀬
戸
内
海
を
豊
か
な
海
と
す
る
た
め
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の

措
置
を
併
せ
て
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。 

３ 

瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
施
策
は
、
瀬
戸
内
海
の
湾
、
灘
そ
の
他

の
海
域
に
よ
つ
て
こ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
の
状
況
等
が
異
な
る
こ
と
に
鑑
み
、

瀬
戸
内
海
の
湾
、
灘
そ
の
他
の
海
域
ご
と
の
実
情
に
応
じ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

第
二
章 

瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
計
画 

（
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
と
な
る
べ
き
計
画
） 

第
三
条 

政
府
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
つ
と
り
、
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全

上
有
効
な
施
策
の
実
施
を
推
進
す
る
た
め
、
瀬
戸
内
海
の
沿
岸
域
の
環
境
の
保

全
、
再
生
及
び
創
出
、
水
質
の
保
全
及
び
管
理
、
自
然
景
観
及
び
文
化
的
景
観

の
保
全
、
水
産
資
源
の
持
続
的
な
利
用
の
確
保
等
に
関
し
、
瀬
戸
内
海
の
環
境

の
保
全
に
関
す
る
基
本
と
な
る
べ
き
計
画
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
基
本
計

画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

２ 

政
府
は
、
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
施
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価

を
踏
ま
え
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
、
基
本
計
画
に
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

          

第
二
章 

瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
計
画 

（
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
と
な
る
べ
き
計
画
） 

第
三
条 

政
府
は
、
瀬
戸
内
海
が
、
わ
が
国
の
み
な
ら
ず
世
界
に
お
い
て
も
比
類

の
な
い
美
し
さ
を
誇
る
景
勝
地
と
し
て
、
ま
た
、
国
民
に
と
つ
て
貴
重
な
漁
業

資
源
の
宝
庫
と
し
て
、
そ
の
恵
沢
を
国
民
が
ひ
と
し
く
享
受
し
、
後
代
の
国
民

に
継
承
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
上

有
効
な
施
策
の
実
施
を
推
進
す
る
た
め
、
瀬
戸
内
海
の
水
質
の
保
全
、
自
然
景

観
の
保
全
等
に
関
し
、
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
と
な
る
べ
き

計
画
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 
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３
・
４ 

〔
略
〕 

（
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
府
県
計
画
） 

第
四
条 
関
係
府
県
知
事
は
、
第
二
条
の
二
の
基
本
理
念
に
の
つ
と
り
、
か
つ
、

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
当
該
府
県
の
区
域
に
お
い
て
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全

に
関
し
実
施
す
べ
き
施
策
に
つ
い
て
、
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
府

県
計
画
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
府
県
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。 

２ 

関
係
府
県
知
事
は
、
府
県
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
府
県
計
画
が

関
係
の
あ
る
瀬
戸
内
海
の
湾
、
灘
そ
の
他
の
海
域
の
実
情
に
応
じ
た
も
の
と
な

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
湾
、
灘
そ
の
他
の
海
域
を
単
位
と

し
て
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
の
意
見
を
聴
く
等
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

３
～
５ 

〔
略
〕 

６ 

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
府
県
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す

る
。 

（
基
本
計
画
及
び
府
県
計
画
の
達
成
の
推
進
） 

第
四
条
の
二 

〔
略
〕 

２ 

国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
前
項
の
措
置
が
円
滑
か
つ
着
実
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
必
要
な
援
助
を
行
う
よ
う
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。 

第
三
章 

瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
特
別
の
措
置 

  

２
・
３ 

〔
略
〕 

（
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
府
県
計
画
） 

第
四
条 

関
係
府
県
知
事
は
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
当
該
府
県
の
区
域
に
お
い

て
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
し
実
施
す
べ
き
施
策
に
つ
い
て
、
瀬
戸
内
海

の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
府
県
計
画
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
府
県
計
画
」

と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

      

２
～
４ 

〔
略
〕 

５ 

前
三
項
の
規
定
は
、
府
県
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
基
本
計
画
及
び
府
県
計
画
の
達
成
の
推
進
） 

第
四
条
の
二 

〔
略
〕 

   

第
三
章 

瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
特
別
の
措
置 

 
第
二
節 

富
栄
養
化
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止 
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（
指
定
物
質
削
減
指
導
方
針
） 

第
十
二
条
の
四 

環
境
大
臣
は
、
瀬
戸
内
海
の
富
栄
養
化
に
よ
る
生
活
環
境
に
係

る
被
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
府
県

知
事
に
対
し
、
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
に
お
い
て
公
共
用
水
域
に
排

出
さ
れ
る
燐り

ん

そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
物
質
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定

物
質
」
と
い
う
。
）
の
削
減
に
関
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
削
減

の
目
標
、
目
標
年
度
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
示
し
て
、
指
定
物
質
削
減
指
導
方

針
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
導
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
べ
き
こ
と

を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

指
導
方
針
に
お
い
て
は
、
目
標
年
度
に
お
い
て
削
減
の
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
を
目
途
と
し
て
、
指
定
物
質
の
削
減
に
関
す
る
指
導
の
方
針
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。 

３ 

関
係
府
県
知
事
は
、
指
導
方
針
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
事
項
を
環
境
大
臣
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

関
係
府
県
知
事
は
、
指
導
方
針
を
定
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を

公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
導
等
） 

第
十
二
条
の
五 

関
係
府
県
知
事
は
、
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
に
お
い

て
指
定
物
質
を
公
共
用
水
域
に
排
出
す
る
者
に
対
し
、
指
導
方
針
に
従
い
、
必

要
な
指
導
、
助
言
及
び
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
報
告
の
徴
収
） 

第
十
二
条
の
六 
関
係
府
県
知
事
は
、
前
条
の
指
導
、
助
言
又
は
勧
告
を
す
る
た
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第
二
節 

自
然
海
浜
の
保
全
等 

 

（
自
然
海
浜
保
全
地
区
の
指
定
） 

第
十
二
条
の
四 

〔
略
〕 

 

（
行
為
の
届
出
等
） 

第
十
二
条
の
五 

〔
略
〕 

（
埋
立
て
等
に
つ
い
て
の
特
別
の
配
慮
） 

第
十
三
条 

関
係
府
県
知
事
は
、
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正

十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
の
免
許
又
は
同
法
第
四
十
二
条
第
一

項
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
二
第
一
項
の
瀬
戸
内
海
の
特
殊
性
に
つ
き

十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

〔
略
〕 第

三
節 

環
境
保
全
の
た
め
の
事
業
の
促
進
等 

（
下
水
道
及
び
廃
棄
物
の
処
理
施
設
の
整
備
等
） 

第
十
四
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
瀬
戸
内
海
の
水
質
の
現
状
に
鑑
み
、
下

め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
に
お
い

て
事
業
活
動
に
伴
つ
て
指
定
物
質
を
公
共
用
水
域
に
排
出
す
る
者
で
政
令
で

定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
指
定
物
質
排
出
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、

汚
水
又
は
廃
液
の
処
理
の
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
関
し
報
告
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

環
境
大
臣
は
、
指
定
物
質
に
よ
る
瀬
戸
内
海
の
富
栄
養
化
に
よ
る
生
活
環
境

に
係
る
被
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
指
定
物
質
排
出
者
に
対
し
、
汚
水
又
は
廃
液
の
処
理
の
方
法
そ
の
他
必
要

な
事
項
に
関
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
三
節 

自
然
海
浜
の
保
全
等 

 

（
自
然
海
浜
保
全
地
区
の
指
定
） 

第
十
二
条
の
七 

〔
略
〕 

 

（
行
為
の
届
出
等
） 

第
十
二
条
の
八 

〔
略
〕 

（
埋
立
て
等
に
つ
い
て
の
特
別
の
配
慮
） 

第
十
三
条 

関
係
府
県
知
事
は
、
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正

十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
の
免
許
又
は
同
法
第
四
十
二
条
第
一

項
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
の
瀬
戸
内
海
の
特
殊
性
に
つ
き
十
分

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
〔
略
〕 第

四
節 

環
境
保
全
の
た
め
の
事
業
の
促
進
等 

（
下
水
道
及
び
廃
棄
物
の
処
理
施
設
の
整
備
等
） 

第
十
四
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
瀬
戸
内
海
の
汚
染
の
現
状
に
か
ん
が
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水
道
及
び
廃
棄
物
の
処
理
施
設
の
整
備
、
汚
泥
の
し
ゆ
ん
せ
つ
、
水
質
の
監
視

又
は
測
定
の
た
め
の
施
設
及
び
設
備
の
整
備
そ
の
他
瀬
戸
内
海
の
水
質
の
保

全
の
た
め
に
必
要
な
事
業
の
促
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

（
漂
流
ご
み
等
の
除
去
等
） 

第
十
六
条
の
二 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
瀬
戸
内
海
の
海
域
等
に
お
い
て
、

漂
流
し
、
又
は
海
底
に
存
す
る
ご
み
そ
の
他
の
汚
物
又
は
不
要
物
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
漂
流
ご
み
等
」
と
い
う
。
）
に
起
因
す
る
瀬
戸
内
海
の
環
境
の

保
全
上
の
支
障
を
防
止
す
る
た
め
、
漂
流
ご
み
等
の
除
去
そ
の
他
の
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
有
害
動
植
物
の
駆
除
等
） 

第
十
九
条
の
二 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
瀬
戸
内
海
の
海
域
に
お
け
る
生
物

の
多
様
性
及
び
生
産
性
の
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
有
害
動
植

物
に
つ
い
て
、
駆
除
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。 

（
水
産
動
物
の
種
苗
の
放
流
等
） 

第
十
九
条
の
三 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
瀬
戸
内
海
の
水
産
資
源
の
持
続
的

な
利
用
の
確
保
を
図
る
た
め
、
水
産
動
物
の
種
苗
の
放
流
、
水
産
動
植
物
の
繁

殖
地
の
保
護
及
び
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。 

 
 

 

第
四
章 

雑
則 

（
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
調
査
） 

み
、
下
水
道
及
び
廃
棄
物
の
処
理
施
設
の
整
備
、
汚
で
い
の
し
ゆ
ん
せ
つ
、
水

質
の
監
視
又
は
測
定
の
た
め
の
施
設
及
び
設
備
の
整
備
そ
の
他
瀬
戸
内
海
の

水
質
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
事
業
の
促
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

                 
第
四
章 

雑
則 
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第
十
九
条
の
四 

環
境
大
臣
は
、
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
水
質
の
状
況
そ
の
他
の
環

境
の
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
調
査
を
し
、
そ
の
結
果
を
こ
の
法
律
の
適
正
な

運
用
に
活
用
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
五
章 
罰
則 

 

第
二
十
五
条 

第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出

を
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

    

    

第
五
章 

罰
則 

 

第
二
十
五
条 

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。 

一 

第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た

者 

二 

第
十
二
条
の
六
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は

虚
偽
の
報
告
を
し
た
者 

 
 

 
  


